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ダシはこれ　焼干しが良い！
鰯
は
、
い
わ
ゆ
る
大
衆
魚
と
し

て
親
し
ま
れ
て
来
ま
し
た
。

刺
身
で
、
煮
て
、
焼
い
て
、
干

し
て
、
酢
の
も
の
に
し
て
、
カ
マ

ボ
コ
に
し
て
と
さ
ま
ざ
ま
な
食
べ

方
か
お
り
、
美
味
で
あ
り
ま
す
。

新
し
い
も
の
も
、
焼
い
て
冷
め

た
も
の
も
カ
ヤ
ギ
（
貝
焼
き
）
に

し
ま
す
が
、
こ
れ
も
ま
た
お
い
し

い
も
の
で
す
。

そ
う
言
え
ば
、
鰯
の
利
用
法
に

は
写
真
の
よ
う
に
ダ
シ
に
す
る
方

法
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
焼
干
し
で
す
が
、
煮
干

し
に
も
さ
れ
ま
す
。

少
し
前
ま
で
は
、
ご
く
普
通
に

味
噌
汁
な
ど
に
大
っ
て
い
て
、
ダ

シ
と
言
え
ば
鰯
で
し
た
が
、
こ
の

頃
で
は
な
か
な
か
手
の
届
か
な
い

も
の
に
な
り
ま
し
た
。

小
さ
い
も
の
で
こ
の
ダ
シ
を
つ

く
り
、
都
会
人
の
酒
の
「
お
つ
ま

み
」
と
し
て
売
り
出
し

。む
ら
お

こ
し
″
の
戦
略
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

昔
は
、
肥
料
に
す
る
ほ
ど
と
れ

た
こ
の
鰯
も
、
段
々
と
れ
な
く
な

っ
て
来
た
と
言
い
ま
す
。

12
月

昭和63年
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○
昭
和
6
2
年
度
決
算
認
定
さ
れ
る

締
め
で
十
四
億
二
千
六
百
九
十
三
万
六
千
円

昭
和
六
十
二
年
度
決
算
が
九
月

定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
、
十
月
十

三
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

普
通
会
計
（
一
般
会
計
十
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
）
に
お

い
て
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳

入
歳
出
と
も
に
2
1・
Ｏ
％
の
大
幅

な
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
新
農
業
構
造
改
善
事
業
の
完

了
に
よ
る
た
め
で
す
。

み
な
さ
ん
が
納
め
た
村
税
や
地

方
交
付
税
、
国
・
県
支
出
金
な
ど

が
、
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ど
の
よ

う
な
形
で
支
出
さ
れ
て
い
る
か
を

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

広　報　よ　も　ぎ　た

●
入
っ
た
お
金

依　存　財　源７７,４％ 自　主　財　源22,6%

地　 方　 譲　 与　 税

自動車取得税交付金

地　 方　 交　 付　 税

交通安全対策特別交付金

国　 庫　 支　 出　 金

県　　 支　　 出　　金

村　　　　　　　　　債

千円
26,393

16,146

844,522

1,167

68,184

76,644

101,800

％
1.8

1.1

57.6

0,1

4.7

5,2

6.9

村　　　　　　　税

分　担　金・負　担　金

使　用　料･手　数　料

財　　産　　収　　入

繰　　　　入　　　金

繰　　　　越　　　金

諸　　　収　　　　入

T･円
164,216

904

20,420

7,906

72,130

24,359

40,939

％
11.2

0,1

1.4

0,5

4.9

1,7

2.8

小　　　　　　　計 1,134,856 77.4 小　　　　　　　計 330,874 22.6

合　計　　1,465,730,000 円………

村民 七人からいただいた村税(総額38,612 円)の状況

村民税

一 一

法 人 税

ﾛﾛﾛ
ﾛﾛﾛ

証

EO　I

1,098円

固定資産

税齎

Ξ 。弖

17,849円

軽自動車
税

ぶ 乙Ｓ萍

811円

村たばこ
消費税

謳

3,709円

電 気 税

Ａ

／　丶　`

1,519円

※昭和63年３月

31日現在人口

4,253人で算出

木材引取税　76 円

１

區
13,550円

総務課から●2



⑩
出
た
お
金

･・ 目 的 別 に 見 た 歳 出

議　　　 会　　　 費

47,837 千 円(3.4%)

・議員報酬……………27,253 千円

・議員活動費…………4,738 千円

総　　　 務　　　 費

271,528 千 円(19 ．0％)

・積立金(財調･減債) 61,000 千円

・交通安全対策費……2,400 千円

・財産管理費………･…･28,936 千円

民　　　 生　　　 費

134,420 千 円(9 ．4％)

・老人福祉費…………23,610 千円

・保育所………………63,142 千円

・児童館………………12,876 千円

衛　　　 生　　　 費

73,858 千 円(5.2%)

・ 地区環境整備組合負担金23,053 千 円

・老 人保 健事業…… …11,450 千 円

・婦 人の健康づ くり…1,257 千 円

労　　　 働　　　 費

457 千 円(OoO ％)

・ 労働者協 議会補助 金…135 千 円

・出稼援 護事業 費…… ……80 千 円

農 林 水 産 業 費

195,182 千 円(13.7%)

・ 農 道 整備……………26,758 千 円

・ ため 池整備…………10,689 千 円

・農 免農 道整備………18,025 千 円

・水 田農 業確立対 策…13,122 千 円

・公社営 畜産基地建 設1,624 千 円

・集団 間伐………… …5,332 千 円

・部分 林下刈工事… …　633 千 円

・沿岸 漁業振興対 策…4,772 千 円

広　報　よ　も　ぎ　た

商　　　 工　　　 費

7,013 千 円(0.5%)

・商 工会 館建 設補助…1,000 千 円

・村おこ し補助……… …300 千 円

・信用保証 協会出損 金…150 千 円

土　　　 木　　　 費

201,473 千 円(14.1%)

・板 木沢川改修工事…77,779 千 円

・除雪 ドーザ購 入……20,286 千 円

・蓬 田漁港 改修………6,800 千 円

・道路改良工 事………31,124 千 円

・除排雪 経費…………10,809 千 円

消　　　 防　　　 費

60,564 千 円(4.3%)

・広 域消防負担金……33,685 千 円

・防 火水槽新 設………11,656 千 円

・モーターサイレン設置…　1,305 千 円

教　　　 育　　　 費

238,132 万 円(16.7%)

・教員住宅償還金……8,219 千円

・小学校費……………55,939 千円

・中学校費……………25,165 千円

・幼稚園費……………12,475 千円

・学校給食費…………51,753 千円

・スキー場運営費……3,239 千円

災 害 十復　 旧　 費

21,962 千 円(1 ．5％)

・農地等災害復旧……11,109 千円

・一般公共災害復旧…10,853 千円

公　　　 債　　　 費

174,510 千 円(12.2%)

‘ 元金…………………100,400 千円

・利子…………………74,110 千円

▼性質別に見た歳出

区　　　　分 決　算　額 構成比㈲
前年度と比
較増減(％)

義 務 的 経 費
人　　件　　費
扶　　助　　費
公　　債　　費

705,037
509,499
21,028
174,510

49.4
35.7
1.5
12.2

０．３
△　　　１．０
１．５
12.2

投 資 的 経 費
１普通建設事業費

補助事業
単独事業

２災害復旧事業費
補助事業
単独事業

298,188
276,226
106,216
170,010
21,962
20,255
1,707

20.9
19.4
7.5
11.9
1.5
1､4
0.1

△　　56.5
△　　56.3
△　　73.5
△　　26.7
△　　59.5
△　　61.6
16.3

そ　　　の　　　他
物　　件　　費
維 持 補 修 費
補　釛　費　等
積　　立　　金
投資出資貸付金
繰　　出　　金

423,711
147,796
27,586
121,875
76,000
3,858
46,596

29.7
10.4
１．９
８．５
５．３
０．３
３．３

１．９

△　　　 ５,０

４．４

１．５

16.9

56.8

０．３

歳　出　 合　 計 1,426,936 100 △　　21.0

村民１人に使われた村のお金(総額335,513 円)の状況

総 務 費

白
豐

63,844円

民 生 費
言

31,606円

農林水産
業　　費
鋤

啣鬯
45,893円

土 木費

ｘ　 ソ

言

47,372円

教育費
ぶ
僞響?

55,992円

公 債 費

言

41,032円

議会費　11,248 円
衛生費　17,366 円
労働費　　107 円
商工費　1,649 円

消防費　14,240 円
災害復旧費

5,164円

3●総務課から



国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

収
支
決
算

広　報　よ　も　ぎ　た

国民健康保険税

133,505千円

(41.5%)

国庫支出金

155,796千円

(48.5%)

その他

31,998
円

(10.0％)

入づたお金 3/２ﾚ1.2:９１９ 千円

出 た お 金 2 ９:ﾉSil卜６７千 円

国民健康保険特別会計

加入者からいただいた国保税

一世帯当り　　189,907円

一人当り　56,403円

保 険 給 付 費

,･F9･.●f . -』一
匹 ¨:j

老人保健拠出金

66,409
千円

(22.5%)
ダ
≧

言牡証匹

加入者に支払った医療賈

一世帯当り　　304,214円

一人当り　90,350円

※昭和63. 3 .31現在

●加入世帯703 世帯

●加入者数2,367 人

老
人
保
健
特
別
会
計

収
支
決
算

総務課から●4

老人保健特別会計

医療受給者に支払った

医療費

一人当り　553,398 円

※昭和63. 3 .31現在

医療受給者対象者数

408人

支払基金交付金

157,332千円

(65.0％)

国庫支出金

44,495
千円

(18.4%)

強
卜

≒＜]亀ｿ 崕 べ

20,654千円
(8.5％)

入ったお金

出 た お 

金

242,0７０千円

]235,1 …………０ ０ 千IF9

医療諸費225,787円(96.0

％）

昌牡白O見



知
つ
．て
得
す
る
税
コ
ー
ナ
ー

七

五

三

教

育

「

か
わ
ゆ
く

ば
、
三

つ
叱

っ
て

五
つ

ぼ
め
、
七
つ
教
え
て
良

き
人

に
せ
よ
」

よ
く
言

わ
れ
る
「
七
五
三

教
育

の
故
事
で
す
。

家
庭
で

の
教
育
に
し

ろ
、
学
校

や
社
会
で

の
教
育
に
し

ろ
、
人
に

教
え
る

と
い
う

こ

と
は
難
し

い
も

の
で
す
。
先

人
も

い
ろ

い
ろ
悩
み

苦
し
ん

だ
よ
う

で
、
こ

の
故

事
以

外
に
も
多
く

の
格
言
や

こ
と
わ

ざ

が
残
さ

れ
て

い
ま
す
。

山
本
五

十
六
の
教
育

信
条
は
こ

う
で
し

た
。

「
や
っ
て

み
て
、
言

っ
て

聞
か

せ
て
、
さ
せ
て
み
て
、
ほ
め
て
や

ら
ね
ば
人
は
動
か
じ
」

今
、
国
民
の
税
に
対
す
る
関
心

は
、
か
つ
て
な
い
ば
ど
高
ま
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
伴
っ
て
租
税
教
育
の
大
切
さ
が

改
め
て
認
識
を
深
め
て
い
ま
す
。

た
だ
、
租
税
教
育
は
生
涯
教
育

で
す
。
学
校
で
学
び
、
社
会
に
出

て
か
ら
も
学
び
続
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

そ
の
意
味
か
ら
は
「
我
以
外
、

皆
、
我
が
師
」
と
言
っ
た
吉
川
英

治
の
言
葉
が
租
税
教
育
に
は
ピ
ッ

タ
リ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

広　報　よ　も　ぎ　た

年
末
調
整
を
忘
れ
ず
に

年
末
調

整
は
、
サ
ラ
リ

ー
マ

ン

に
と
っ
て
確
定

申
告
に
代

わ
る
大

切
な
手
続

き
で
す

。

今
年
中

に
、
結
婚
や
出

産
な

ど

で
扶
養
親
族
に
異
動

が
あ
っ
た
人
、

国

民
年
金
や
生

命
保
険
料

を
支
払

っ
た
人
な

ど
は
、
勤
務
先

に
忘

れ

ず
に

控
除
申
告
書

を
提

出
し
て
下

さ
い
。
な

お
、
本
年
度

分
に
つ

い
て

は
、

税
率

の
引

き
下

げ
や

家
内
労
働
者

等

の
所

得
金
額

の
計
算
の
特
例

が

設
け

ら
れ
、
税
負

担
の
軽
減

が
計

ら

れ
て

い
ま
す
。

生活と福祉の相談

福祉事務所からのお知らせ

福祉事務所では、くらしや困りごとについての

ご相談やご援助のための窓口を開いております。

どうぞご利用ください。

相
談
日
毎
月
第
一
と
第
三
の
木
曜
日

（
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
）

相
談
場
所

蓬
田
村
老
人
憩
い
の
家

相
談
内
容

▼
子
供

の
相

談

○
家
庭

の
事
情
の
た

め
、
子
供
を

育
て

る
こ
と
に
お
困
り

の
方
。

○
し
つ
け
や
育
て
方
で
お
困
り
の
方
。

○
体
や
心

の
病
気
（
障

害

）
で

お

困
り

の
方
。

○
非
行
や

学
校
の
問
題

な
ど
で

お

困
り

の
方
。

▼
お
年
よ
り

の
相
談

○
ね

た
き
り

、
ひ
と
り
ぐ

ら
し

な

ど
で

お
困
り

の
方
。

○
家
庭

と
し

っ
く
り
行

か
ず
お
困

り

の
方
。

○
く
ら
し
や
病
気
で
お
困
り
の
方
。

○
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
た
い
方
。

▼
体

が
不

自
由
な
方

の
相
談

○
体

が
不
自
由
な
た
め
お
困
り
の
方
。

○
身
体

障
害
者
手
帳

や
補
装
具

の

必
要

な
方
。

○
職
業
の
く
ん
れ
ん
を
受
け
た
い
方
。

○
施

設
に
入
所
し

た
い
方
。

▼
母
子
家
庭
や

ご
婦
人
な
ど
の
相
談

県・村民税第４期

国民健康保険税第５期

納付期限は11月30日です７

○
子
供
の
進
学
、
就
職
、
結
婚
の

こ
と
で
お
困
り
の
方
。

○
職
業
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
。

○
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
で
お
困
り

の
方
。

○
母
子
寮
や
婦
人
保
護
施
設
に
入

所
し
た
い
方
。

▼
ち
え
お
く
れ
の
方
の
相
談

○
ち
え
お
く
れ
の
人
が
い
る
た
め

お
困
り
の
方
。

○
生
活
や
職
業
の
訓
練
を
受
け
た

い
方
。

○
施
設
に
入
所
し
た
い
方
。

○
療
育
手
帳
が
必
要
な
方
。

▼
く
ら
し
の
相
談

○
生
活
や
病
院
の
お
金
な
ど
で
お

困
り
の
家
庭
。

▼
団
体
活
動
の
相
談

○
老
人
ク
ラ
ブ
、
母
子
会
、
身
体

障
害
者
福
祉
会
な
ど
、
社
会
福

祉
に
つ
い
て
の
色
々
な
活
動
を

し
た
い
方
々
。

所
得
税
第
二
期
分
の

納
付
は
お
早
め
に
！

所
得
税
の
予
定
納
期
第
二
期
分

の
納
期
は
十
一
月
三
十
日
ま
で
で

す
。
納
税
は
期
隕
内
に
す
ま
せ
ま

納
期
限
ま
で
に
納
税
さ
れ
な
い

場
合
は
本
税
の
ほ
か
に
、
延
滞
税

が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。

な
お
、
銀
行
な
ど
の
預
貯
金
口

座
か
ら
自
動
振
替
で
納
税
す
る
便

利
な
振
替
納
税
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

ま
た
、
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の

税
務
相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね

下
さ
い
。

5●税務課・民生課から



第
四
十
回
人
権
週
間

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

十
二
月
四

日

か
ら
十
日
ま
で

は

「
第
四

十
回
人
権
週

間
」
で
す
。

昭
和
二

十
三
年

十
二

月
十
日

、

第
三
回
国

際
連
合

総
会
で
世
界

人

権
宣

言

が
採
択

さ
れ
て
以

来

、
国

連
で

は
こ
れ
を
記

念
し

、
毎
年

十

二
月

十
日
を
「
人
権

デ
ー
」

と
定

め
、
各
国

で
は

、
基
本

的
人
権

尊

重

の
精
神
を
徹
底

さ
せ
る
た

め
の

記

念
行

事
を
実
施
し

て

い
ま
す
。

わ
が
国

で
は

、
「
人
権

デ
ー
」

を
最

終
日
と
す

る
一
週

間
を
「

人

権
週
間
」

と
定

め
て

い
ま
す

が
、

特

に
本

年
は
、
世
界

人
権
宣
言
四

十
周

年
に
当
た

る
こ
と
を
記

念
し

て

、
青
森
地
方
法

務
局
と
青
森

県

人
権
擁

護
委
員
連
合

会
で
は

、
次

の
強
調

事
項
を
掲

げ
、
県
民

の
皆

さ
ん

に
人
権
尊
重
思

想
の
大

切
さ

を
呼

び
か
け
て

い
ま
す

。

広　報　よ　も　ぎ　た

○
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
人
権
意
識
を
育
て
よ
つ
。

○

い
じ

め
、
体
罰
の
根
を
絶

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
。

○
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
。

○
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
施
し
よ
う
。

「
人
権
週

間
」
に
あ

た
り
、
私

た
ち
一
人

ひ
と
り

が
、
人
権
に
つ

い
て
考
え

、
明
る
く
豊

か
な
社
会

を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
。

な

お
、
毎

日
の
生
活

の
中
で

お

困
り
の

と
き
は
、
青
森

地
方
法
務

局
人
権
擁

護
課
（
青
森
市

長
島
四

丁

目
二

十
三

番
四

号

、
電

話
○
一

七
七
－

七

六
―
六
二
三

コ

ま
た

は
、

お
近

く
の
人
権
擁

護
委
員
に

ご
相
談
下

さ

い
。
相

談
は
無
料
で

、

秘
密
は

厳
守
し

ま
す
。

当
村

の
人
権
擁
護
委

員
は
次
の

方

々
で
す
。

坂
本
　
繁
男

本
村
　
金
助

小
猿
　
粕
雄

氏

名

中

沢

瀕
辺
地

郷

沢

住

所
二
七
上

三

○
八

二
七
－

二

三

二

二
七
上

一
〇
二
五

毟

話

暮らしと電気安全

電気器具を買うときは

安全マークを！

(財)東北電気保安協会

十
二
月
上
、
中
旬
は
プ
レ
ゼ
ン

ト
（
歳
暮
）
の
季
節
で
す
。

歳
暮
は
、
そ
の
年
一
年
お
世
話

に
な
っ
た
お
礼
の
意
味
を
こ
め
て

行
う
贈
り
物
で
す
。

一
般
に
は
、
親
・
親
戚
な
ど
へ

贈
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
知
人
な

ど
幅
広
く
贈
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

と
こ
ろ
で

今
年
、
電
気

器
具
の

贈
り
物
を

お
考
え
の
方

に
ひ
と
こ

と
お
知
ら
せ
・
…

電
気
器

具
に
は
国

が
検
査
し
て
、

安
全
で
あ
る
と
い
う
証
明
や
Ｔ
や
⑨

の
マ
ー
ク

が
つ

い
て

お
り

ま
す
。

こ
の

マ
ー

ク
の
な

い
電
気

器
具
は

製
造
し

た
り

販
売
し

た
り

す
る
こ

と
が
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

電

気
器
具

を
買
う

と
き
は
必
ず

こ
の

マ
ー
ク
を
確
め
ま
し

ょ
う
。

総務課から●6

検
察
審
査
会
を
知
っ
て
い
ま
す
か

あ
な
た
も
審
査
員
に
選
ば
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん

検
察
審
査
会
と
は
…
…
選
挙
権

を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
十
一
人
の
検
察
審
査
員
が
、
い

わ
ば
一
般
の
国
民
を
代
表
し
て
、

検
察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ

た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
の
よ
し

あ
し
を
審
査
す
る
の
を
主
な
仕
事

と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
犯
罪
の
被

害
に
あ
っ
た
大
や
犯
罪
を
告
訴
・

告
発
し
た
大
か
ら
、
検
察
官
の
不

起
訴
処
分
を
不
服
と
し
て
、
検
察

審
査
会
に
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き

審
査
を
始
め
ま
す
。

検
察
審
査
会
の
選
び
方
…
…
市

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
、
選

挙
人
名
簿
に
基
づ
い
て
、
く
じ
で

審
査
員
の
候
補
者
を
選
び
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
検
察
審
査
会
事
務
局

長
が
再
び
く
じ
で
審
査
員
を
決
め

ま
す
。
（
審
査
員
に
欠
員
が
で
き

た
と
き
や
審
査
会
議
に
欠
席
し
た

と
き
に
備
え
て
、
同
数
の
補
充
員

も
選
ば
れ
ま
す
。
）
審
査
員
及
び

補
充
員
の
任
期
は
六
か
月
で
す
。

審
査
の
方
法
…
…
十
一
人
の
検

察
審
査
員
全
員
が
出
席
し
、
審
査

会
議
を
開
い
て
、
事
件
の
記
録
を

調
べ
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
証
人

を
呼
ん
だ
り
、
実
地
見
分
を
し
た

り
し
て
、
不
起
訴
処
分
の
よ
し
あ

し
を
審
査
し
ま
す
。

審
査
の
結
果
…
…
更
に
詳
し
く

捜
査
を
す
べ
き
で
あ
る
（
不
起
訴

不
当
）
と
か
起
訴
を
す
べ
き
で
あ

る
（
起
訴
相
当
）
と
い
う
議
決
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
検
察
官
は
、

こ
の
議
決
を
参
考
に
し
て
事
件
を

再
検
討
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
起

訴
を
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
の

結
論
に
達
し
た
と
き
は
起
訴
の
手

続
き
が
と
ら
れ
ま
す
。

○
相
談
や
申
立
て
に
つ
い
て
の
費

用
は
一
切
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

所
在
地
青
森
市
長
島
一
丁
目
三
番

二
六
号
（
裁
判
所
内
）

青
森
検
察
審
査
会
事
務
局

登
○
一
七
七
―
二
二
－

五
三
五
一



広　報　よ　も　ぎ　た

創立２０周年を迎える

村子ども会・育成連絡協議会

十
二
月
四
日
に
式
典
挙
行

蓬
田
村
子

ど
も
会
連

合
会
（
佐

々
木
尚

之
会
長

）
と
蓬
田

村
子

ど

も
会
育
成

連
絡
協
議
会

（
佐
井
勝

治
会
長

）
は
、
十
二
月
四

日
（
日

）

午
後
一
時

か
ら
、
蓬
田
村
ト

レ
ー

テ

ノ
グ
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
創
立

二

十
周

年
記
念
式
典
を

挙
行
す
る

こ
と
に

な
り
ま
し

た
。

こ

の
式

典
で
は
、
長

年
に
わ

た

り
子

ど
も
会
活
動
に
貢
献

さ
れ

た

歴
代

の
連
合
会
会
長
五
名

、
連
絡

協
議
会
会
長

六
名
、
個
人
十
一
名
、

団
体
一
団

体
に
そ

れ
ぞ
れ
感
謝
状

が
授
与

さ
れ
る
こ

と
に

な
っ
て

い

ま
す
。
こ
の
式

典
は
三

年
前

か
ら
計
画

さ
れ
、

資
金

づ
く
り

の
た
め
村
内

廃
品
回

収
を
春
・
秋

と
二

回
毎
年

実
施
し
て
来

ま
し
た
。

ま

た
、
式
典
後
に
は
子

ど
も
会

活
動
の
二

十
年
を
振
り

返
る
手

づ

く
り
の
記

念
誌
を
発
行
す

る
計
画

も
あ
り
ま
す
。

募

集

し

て

い

ま

す

１
・

ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
チ
ー
ム

村
体
育
協
会
で
は
、
今
、
ソ
フ

ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
チ
ー
ム

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

試
合
に
は
柔
ら
か
い
ゴ
ム

ー
ボ

ー
ル
を
使
用
す
る
た
め
突
き
指
の

心
配
も
な
く
、
腕
も
痛
く
な
り
ま

せ
ん
。
気
軽
に
チ
ー
ム
を
作
り
、
多
数

ご
参
加
下
さ
い
。

▼
チ
ー
ム
編
成
　
四
人
（
年
齢
、

性
別
自
由
）

▼
期
間
　
一
月
下
旬
か
ら
三
月

（
週
一
～
二
回
）

▼
場
所
　
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

▼
時
間
　
夜
七
時
か
ら
八
時
四
十

五
分
ま
で

▼
試
合
形
式
　
リ
ー
グ
戦

▼
申
込
み
先

村
体
協
事
務
局
（
役
場
民
生
課

柿
崎
真
人
）
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
、
社
会
教
育
課

▼
申
込
み
締
切
り
　
十
二
月
五
日

オ
ー
プ
ン
は
十
二
月
二
十
四
日

村
簡
易
ス
キ
ー
場

資金集めの廃品回収

ス
キ
ー
ヤ
ー
待

望
の

シ
ー

ズ
ン

に

な
り
ま
し
た
。

今
年
で
三
季
目

を
迎
え

る
村
簡
易

ス
キ
ー
場
は
、

十
二
月
二

十
四

日

か
ら
三
月

二
十

二

日
ま
で

開
設
し
ま
す
。

開

設
日
は
、
小

、
中

学
校

冬
休

み
中

は
、
日
中
も
開

設
し
ま
す
が
、

冬
休

み
後
は
、
日
曜

、
祝
日

と
土

曜
日

の
午
後

が
日
中

の
開
設
日

と

な
り

ま
す

。
ま

た
ナ

イ
タ

ー
は
、

火

、
木

、
土
曜
日

の
午
後
五
時

か

ら
で

、
火
・
木
曜
日

は
午
後
八
時

三
十

分
ま
で
、
土
曜

日
は
午

後
九

時
ま

で
開
設
し
ま
す
。

今

年
も
、
快

適
に
滑
れ
る
よ
う

に
改
良

を
く
わ
え
て

い
ま
す
。

ま

ず

、
リ

フ
ト
を
五

十
ｍ
下

の
方

へ

延

ば
し

リ
フ
ト
乗
り
場

を
下

げ
ま

し

た
。

こ
れ
に
よ
り

ス

ロ
ー

プ
も

五
十
ｍ

長
く
な
り

ゆ
っ
く
り
滑

れ

る
よ
う

に
な
り
ま
し

た
。

ま

た
、

ゲ
レ
ン
デ
に
簡
易
ト
イ

レ
を
三

棟
設
置
し
ま
す

。

ス
キ
ー
場
で

の
催
し

物
は

、
第

三
回
東
郡

ス
キ

ー
大
会
を
は
じ
め
、

子

ど
も
会
雪
上
運
動

会
、
少
年

ス

キ

ー
教
室
、
成
人

ス
キ
ー
教
室

な

ど
を
予

定
し

て

い
ま
す

。
ま

た
、

歩
く
ス
キ
ー
も
開
設
期
間
中
は
無

料
で
貸
出
し
し
ま
す
。

年
々
、
全
国
で
も
ス
キ
ー
熱
が

高
ま
っ
て
来
て
い
ま
す
が
、
当
ス

キ
ー
場
で
も
家
族
で
、
弁
当
や
水

筒
持
参
で
ス
キ
ー
を
楽
し
む
光
景

が
見
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
景
色
も

す
ば
ら
し
い
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ス

キ
ー
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

な
お
、
利
用
料
金
は
昨
年
同
様

で
左
の
通
り
で
す
。

7●教育委員会から

シ
ー

ズ

ン
券

半
　

日
　

券

区
　
　

分

こ
、
五
回

円

こ
五
つ
円

大
　

人

｝
、
回
つ
円

一
呂
円

小
　

人



広　報　よ　も　ぎ　た

ルーツを訪ねて

北海道から来村

去
る
十
一
月

十
六
日
（
水

）
に
、

「
わ

が
地
方

の
ル
ー
ツ
は

、
津
軽

の
蓬
田
村
で
あ

る
」
と
北
海

道
か

ら
十
人
の

お
客
さ
ん

が
役
場

を
訪

れ
ま
し

た
。

一
行
は

、
北

海
道
古
宇
（

ふ
る

う

）
郡

の
泊
村

と
神
恵
内
（

か
も

え
な

い
）
村

、
岩
内
郡

の
岩
内
町

と
共
和
町

の
近

隣
四

町
村

か
ら
な

る
岩
宇
（

が
ん
う

）
四

ヶ
町
村

地

域

振
興
連
絡
協

議
会
か
ら
派

遣
さ

れ
た
郷
土
史
家
五

人
と
役
場

職
員

五

人
で
し

た
。

北
海
道
古
宇
郡

泊
村
は

ご
存
じ

の
と
お
り

、
わ
が
村
出
身

の
田
中

福
松
さ
ん

と
い
う

方

が
に
し

ん
漁

で
大
成
功
を

お
さ
め
、
今
は
小

樽

市

の
文
化
財

と
な
っ
て

い
る
有

名

な

『
に
し
ん
御
殿

』
を
建
設
し

た

所

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
日
は

、
午
後
一
時

か
ら
役

場
二

階
の
会
議
室

で
懇
談
会

が
持

た
れ
ま
し

た
。

懇
談
会
は

、
八
戸

村
長

か
ら
歓

迎
の
あ

い
さ
つ
が
な
さ
れ
、

続
い

て
岩

宇
側
の
蜂
谷

寅
雄
団
長

（
泊

村
）

が
概
略
次

の
と
お
り
あ

い
さ

つ
を
し
て
始
ま
り

ま
し

た
。

（
蓬
田
村

の
武
井

⊇
一
右
衛
門

）

家

と
田
中
家
出
身
者

が
、

わ
が
泊

村

の
発
展
に
大

き
く
寄
与
し
ま
し

た
。
今
、
村
は
日
本

一
の
過
疎
村

で
あ
る
た

め
振
興

を
図
ろ
う

と
事

業

を
展
開
中
で
あ

り
ま
す
。
今

回

は
、
過
去
を
振
り

返
り
新

た
な
発

展
を
期
し

た

い
と
言
う

こ
と
で
視

察
に
来
ま
し

た
」

そ
の

後
、
各
町

村

か
ら

そ
れ
ぞ

れ
過
去

・
現

状
等

が
話

さ
れ
、
約

二

時
間
に

わ
た
っ
た
懇

談
は
「
こ

れ
を
契
機

に
、
今
後
は
互

い
に
お

付
合

い
を
し

ま
し

ょ
う

」
と
い
う

こ
と
で

終
了
し

ま
し

た
。

懇
談
後

、
一
行
は
阿
弥

陀
川
の

正
法
院
、
蓬
田

の
大
館
城

跡
、
広

瀬
の
八
幡
宮
を
そ
れ
ぞ
れ
視
察
し
、

正
法
院
で

は
佐
藤
住
職

の
説
明
の

も
と
円
空

仏
を
拝
観

、
大
館

城
跡

で
は
巨
大

な
壕
（

ば
り

）
跡
を
見

学
、
広
瀬
八

幡
宮
で
は
田
中

福
松

氏
寄
進

の
御
影
石
製
鳥
居

を
見

て

感
慨
を
深

め
た
よ
う
で
す
。

中
沢

の
川
島

旅
館

に
宿
泊
し

翌

日
帰

郷
し

た
一
行
か
ら

「

ぜ
ひ
蓬

田
村
の
人

に
も
北
海
道

に
お
い
出

い
た

だ
き
た

い
。
待
っ
て

い
ま
す
」

と
伝
言

が
あ

り
ま
し

た
。

成
功
の
う
ち
に
終
了

第
八
回
村
民
祭

十
一
月
五

・
六
日

の
両

日
、
中

学
校

体
育
館
と
農
業
者
ト

レ
ー

ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
第
八
回

村
民

祭
（

坂
本
祐
一
実
行

委
員
長

）

が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。

今

年
は
「
活
力

」
が
テ

ー

マ
で
、

文
化
展

に
は
古
文
書

、
書
、
絵

、

手
工

芸
、
吉

豆
活
用
料

理
、
盆

栽
、

写

真
、
わ

が
家

の
宝
物
、
生
花

、

川

柳
、
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ

ー

が
並
び
、

陶

芸
の
実
演
、
ワ

ー

プ
ロ

ー
パ
ソ

コ

ン
コ
ー
ナ
ー

、
茶

席
等

が
設
け

ら

れ
、
グ
ラ

ン
ド

で
は
リ
モ
コ

ン

飛
行

機
の

デ
モ

ー
フ
ラ

イ
ト
も
あ

り

ま
し

た
。

健
康
展

は
「
働

き
盛
り
の
健

康

管

理
～
短
命
村
返
上

を
め

ざ
し
て

～
」

、
農
業
展

は
「
生
産
性

の
高

い
水
田
農
業
の
確
立
と
合
理
的
な

農
家
生
活
の
推
進
」
と
題
し
展
開

し
た
ほ
か
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ

り
、
訪
れ
た
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
楽

し
み
ま
し
た
。

総務課から●8

回文募集
新コーナー設置

「るすをする」や「たけ

やぶやけた」は、上から読

んでも下から読んでも同じ

に読める文で、このような

文を回文といいます。

９月に当村で講演をされ

た伊奈かっぺいさんは知る

人ぞ知る回文の達人です。

その時、記念につくって

くれたのが「北路来るさ

良し蓬田　滝も良しよ　去

る黒滝」というわが村を代

表する滝の名をたくみに読

みこんだものでした。

このたび、当紙は新コー

ナーとして「回文は楽しい

べ」を設置し一般に募集す

ることにいたしました。

賞品・賞金はありません。

どうぞ、ふるってご応募

下さい。



広　報　よ　も　ぎ　た

全
国
大
会
初
出
場
で
堂
々
の
入
賞

青
年
会
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
善
戦
！

「
友
愛

と
共
励
」

を
テ

ー

マ
に

、

十
一
月
四

日
か
ら
七
日

ま
で
の
四

日
間

、
東
京
都
を
会
場

に
全
国

か

ら
七
千

人
の
若
者
を
集

め
て
第
三

十
七
回

全
国

青
年
大
会

が
開
催

さ

れ
ま
し

た
。

開
会

式
は
四
日

に
国

立
競
技
場

で
開
催
さ
れ
、
青
森
県
選
手
団
（
百

九

十
九
名

）
と
し
て

、
わ

が
村

選

手

・
役
員
も
リ

ン
ゴ
を
片
手

に
堂

々
と
入

場
し
ま
し

た
。

栄

え
あ
る
青
森
県

代
表

と
し

て

わ
が
村

が
出
場
し

た
の
は
二

十
六

チ

ー

ム
が
参
加
し

た
女
子
ソ

フ
ト

ボ
ー
ル
の
部
で

、
五

・
六
日

の
二

日
間

に
わ
た
り
熱

戦

が
繰
り

広
げ

ら

れ
ま
し
た
。

天
与

埠
頭
中

央
海
浜
公
園

野
球

場

で
行
わ
れ
た
第
一
日
目
は
地
元

、

在
京
合

わ
せ

て
三

十
人

か
ら
な
る

応
援
団

の
大

声
援
を
受
け
て
、

丁

二

回
線
を
勝
ち

進
み
、
準

々
決
勝

に
期
待

が
か
け

ら
れ
ま
し

た
。

（
こ
こ
で

、
八

位
決
定

）

場
所

を
移
し

駒
沢
軟

式
野
球
場

で
行
わ

れ
た
二

日
目

の
第
三

回
戦

は
、
運
悪

く
今
大
会
屈

指
の
強

さ

を
誇
り
優

勝
候
補

と
目

さ
れ
て

い

る
熊
本
県
チ

ー

ム
と
の
対

戦

と
な

り
ま
し

た
。

準
決

勝
進
出
を

か
け

た
こ

の
試

合
、
選
手

に
か

か
る
プ
レ
ッ

シ
ャ

ー
も
大

き
く
惜
し

く
も
負
け
て
し

ま

い
ま
し

た
。
（
優

勝
は
熊
本
県

）

し

か
し

、
初

め
て
出

場
し

た
全

国
大
会

で
準

々
決

勝
ま
で
勝
ち

進

ん

だ
こ
と
は
（
八
位
入

賞

）
ま

さ

に
快

挙
と
言
え
ま
す
。

選
手
は
、
六
月
の
末
か
ら
雨
の

日
も
風
の
日
も
休
む
こ
と
な
く
練

習
を
重
ね
、
会
は
そ
れ
を
充
分
に

支
え
、
村
人
は
カ
ン
パ
し
、
言
わ

ば
皆
の
力
で
こ
の
実
り
を
手
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◇
第
一
回
戦

青
森
（
蓬
田
）
６
－

１
鹿
児
島

◇
第
二
回
戦

青
森
（
蓬
田
）
1
2－

１
香
川

◇
準
々
決
勝

熊
本
７
－

２
青
森
（
蓬
田
）

女
子
青
年
が
結
束

半
年
を
耐
え
ぬ
く

活
動
活
発
化
の
口
火
と
な
る
か

9●スポーツ



わ

た
し

の

ア

イ

デ
ア

④

健
康
ク
ッ
キ
ン
グ
蓬

田
武
井
　

次
子

さ
ん

〈
食
生
活

改
善
推
進
員

〉

ごま 風味チ ーズ入り いわし フラ イ

●材料（４人分）

中型いわし８匹／メルテーチーズ手箱／マー

ガリン40 g / パセリみじん切り大さじ１／

白ごま大さじ４／パン粉カップ１／卵２／プ

チトマト８／ブロッコリー１／レモン１／小

麦粉・揚油・塩・コショウ・ソース・牛乳適

量

三

年
前
ま
で

は
、
主
人
、
私

、

義
母

と
大
人
三

人
の
食
事
で
し

た

か
ら
、
昔
風

の
焼
魚
と
か
和
え

も

の
、
せ

い
ぜ
い
ス
キ
ヤ
キ
、

ス
テ

ー
キ
位
で

、
手

の
こ
ん
だ
料
理
は
、

思

い
も
及

ば
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

主

人

が
亡
く
な
っ
て
か
ら
娘
夫
婦
、

孫
達
と
食
事

を
共
に
す
る
様

に
な

り

ま
し

た
。

若

い
人
達

、
特
に
孫
達

の
囗
に

令
っ
様
な
も

の
を
と
考
え
な
が
ら
、

食
事
の
支
度

を
し

て
お
り
ま
す

。

幸

い
孫

は
魚
も
良
く
食

べ
、
特

に

い
わ
し

を
好

み
ま
す

の
で
塩
焼

き
、
（

ン
バ
ー
グ
と
色

々
な
風

に

し

て
食
卓

に
の
せ
ま
す
。

塩
焼

き
の
時
は
残
っ

た
骨

を
ス

ト

ー

ブ
に
の
せ
、

カ
リ

ガ
リ

に
焼

い
て

カ
ル
シ
ュ
ウ

ム
と
言

っ
て
喜

ん
で

か
じ

っ
て
お
り
ま
す
。

飽
食
時

代
と
言
う

の
か
食
事
に

喜

び
を

感
じ
な

い
孫
達

に
目

先
を

変
え

、
食

卓
に
上
げ

た
も
の
は
少

し
ず

つ
で
も
全
部
に
箸

を
つ
け

る

様
に

と
話

す
の
で
す

が
、
食

か
細

い
の
か
全
部
食

べ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

今

の
子

供
達
は
肉

ば
か
り

と
聞

き
ま
す

が
、
わ

が
家

で
は
野
菜

も

魚
も

肉
も
好
き
嫌

い
な
く
食

べ
ま

す
。

●
つ
く
り
方

①
マ
ー

ガ
リ
ン
を
や
わ
ら

か
く
し
、
そ

の
中
に
分
量
の
パ
セ
リ
を
混

ぜ
入
れ
、

チ

ー
ズ
と
同
じ
形
に
な
る
様
に
小
さ
な

ポ
リ
袋
に
入
れ
冷
凍
庫
で
庖
丁
で
切
れ

る
ぐ
ら

い
の
固
さ
に
す
る
。

②
い
わ
し
の
頭
と
腹
か
た
を
と
り
、
水

洗
い
し

た
後
、
腹
よ
り
開
き
骨
を
と
る
。

そ
の
際
尾
を
残
す
。

③

パ
ン
粉
に
分
量

の
白

ご
ま
を
混

ぜ
合

せ
る
。

④
①
の
マ
ー

ガ
リ

ン
と
チ

ー
ズ
を
同
じ

位
の
大
き
さ
の
ひ
ょ
う
し

切
り
に
す
る
。

（
八
本
づ
つ
）

⑤
②
の
い
わ
し
に
塩
、
コ
シ
ョ
ウ
し
、

④

の
マ
ー
ガ
リ

ン
と
チ

ー
ズ
を
横
に

並
べ
て
頭
の
方
よ
り
く
る
く
る
と
巻

い
て
爪
楊
枝
で
止
め
、
小

麦
粉
を
つ

け

る
。

⑥
と
き
卵
（
牛
乳
を
少
量
入
れ
る
）

③
の
パ
ン
粉
の
順
に
つ
け
て
１
８
０

℃
の
油
で
カ
ラ
リ
と
揚
げ
る
。

⑦
塩
ゆ
で
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

プ
チ

ト

マ
ト
、
半
月
切
り
の
レ
モ

ン
を
添

え
る
。

わ
が
家
の
孫
は
魚
が
大
好
き
。

い
わ
し
の
骨
は
焼

い
て
食
べ
る
。

カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
が
い
っ
ぱ
い
。

ご
存
知
で
す
か

児
童
扶
養
手
当
制
度

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
は
、
役
場

民
生
係
に
ご
相
談
下
さ
い
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障

害
の
状
態
に
あ
る
児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童
⑤
そ
の
他
前
各
号
に
準
ず
る
状
態

に
あ
る
児
童
で
政
令
で
定
め
る

も
の

▼
手
当
額
児
童
一
人
の
場
合

『
月
額
三
万
四
千
円
』

が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
十
二
ヵ
条

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を

②
毎
日
、
変
化
の
あ
る
食
生
活
を

③
食
べ
過
ぎ
を
避
け
、
脂
肪
は
控

え
め
に

④
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

⑤
タ
バ
コ
は
少
な
く

⑥
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
と
繊
維
質
の

も
の
を
多
く

⑦
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
、
熱
い

も
の
は
さ
ま
し
て

⑧
焦
げ
た
部
分
は
避
け
る

⑨
か
び
の
生
え
た
も
の
に
注
意

⑧
日
光
に
当
り
す
ぎ
な
い

⑥
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を

⑩
体
を
清
潔
に

民生課から●10
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談話室

自
然
卵
に
か
け
る

今
回
は
、
自
然
卵
（
鶏
卵
）
づ

く
り
に
精
出
し
て
い
る
長
科
の
松

本
淳
司
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

松
本
さ
ん
が
養
鶏
を
始
め
た
の

は
昨
年
の
六
月
、
三
十
才
に
な
っ

た
年
で
し
た
。

自
宅
で

で
き
る
農
家

の
副
業
を

さ

が
し
て

い
た
と
こ
ろ

、
友
人
に

す

す

め
ら

れ
ま
し
た
。

百

羽

の
ひ
よ
こ
か
ら

ス
タ
ー
ト

し

ま
し

た
が
、
現
在
で

は
親
鳥
二

百

六
十
羽

、
ひ
よ
こ
百
五

十
羽
を

飼
育
し
て

い
ま
す
。

目
標
は

、
親
鳥
を
五
百

羽
ま
で

増
や
し

た
い
と

い
う
こ
と
で
し

た
。

聞

き

ま

す

と

鶏

に

も

色

々

な

種

類

が

あ

る

そ

う

で

、

今

飼

っ

て

い

る

の

は

「

シ

ェ

バ
ー

」

「

ピ

ペ
コ

ネ

ラ

ー

」

「

ご

と
う

」
　
フ
ン

エ

バ

ー

ブ

ラ

ウ

ン
」

の
四

種

類

だ

そ

う

で

す

。

鶏

の

産

卵

率

は

環

境

に
大

き

く

左

右

さ

れ

、

そ

こ

で

重

要

に

な

る

の

が
飼

育

方

法

で

す

。

普

通

、
鷄

は

生

後

六

ヶ
月

で

卵

を

産

み

始

め

、

約

二

年

で

廃

鶏

に

し

ま

す

が

、

餌

の

調

整

に

よ

っ

て

は

五

年

位

卵

を

生

ま

せ

る

こ

と

も

可

能

だ
そ

う

で

す

。

し

か

し

、

こ

の

場

合

餌

代

が
高

く

な

る

難

し

さ

が
あ

り

ま

す

。

も

ち

ろ

ん

餌

の

研

究

に

も

ぬ

か

り

は

あ

り

ま

せ

ん

。
当

然

、
自

家

配

合
で

、ト

ウ

モ

ロ
コ

シ

、
魚

粉

、
お

か

ら

等

十

数

種

を
配

合
し

て

い
ま
す
。

自

然

卵

を

つ

く

る

に

は

ゲ
ー

ジ

（
か

ご

）飼

養

が
困

難
な

た

め
大
き

な

鶏

舎

を

必

要

と

し

ま

す

の

で

、

松

本

さ

ん

は
手

づ
く

り

で

四

棟

建

設

し

ま

し

た
。

鶏

は
日

照

時

に

し

か
卵

を

産

み

ま

せ

ん

。

夏

は

比

較

的

多

く

採

卵

出

来

ま

す

が
、

こ

れ

か

ら

の

冬

期

間

が
大

変

だ

と

言

い

ま

す

。

何

を

や

る

に

も

苦

労

は

つ

い
て

回

る

も

の

で

す

が

、
近

年

自

然

食

が
人

気

を
呼

び
、

松

本

さ

ん

達

の

自

然

卵

は

青

森

市

に
あ

る

市

民

生

協

や

自

然

食

の

会

に
大

変

好

評

だ

そ

う

で

、

こ

れ

を

励

み

に

頑

張

っ

て

い
ま

す

。

曲

り

角

に

立

つ
農

家

経

営

を

見

つ

め

る

青

年

、

松

本

淳

司

さ

ん

は

今

日

も

頑

張

る

。

み
～
つ
け
た

１

０

去る10月21日（金）午後

６時から放送されたN  H K
テレビ「イブニング・ネッ
トワーク」に、わが村が紹
介されました。

この番組の一部は、中央
公民館からの生放送でお伝
えしました。

写真は、呼びかけにお集
まり下さった方々のリハー
サル風景です。

顔は笑っていても、心は
緊張している一瞬です。

12月行事予定

24　23　21　20　19　15　15　12　7　　5 日

内
　
　
　
　
容

担
　
当

村　 終　 陶　 乳　 陶　 授　 も　　　　　　　陶
営　 業　 芸　 児　 芸　 業　 ち　　　　　　　芸
ス　 式　 教　 健　 教　 参　 つ　　μ　　　/7　教
キ　　　　室　 診　 室　 観　 き　　　　　　　室
１　　　　－　　　　一　 日　 大　－　 －　 一
場　　　　昼　　　　夜　　　　会　 夜　 昼　 夜
開　　　　一　　　　一　　　　　　－　 －　 －

き

中

央

公

民

館

蓬

田

小

学

校

蓬

田

中

学

校

中

央

公

民

館

民
　

生
　

課

中

央

公

民

館

小
学
校
・
中
学
校

社

会

教

育

課

11●談話室・行事予定

広　報　よ　も　ぎ　た

№10　　がんばる

松元　淳司さん　　　長科



広　報　よ　も　ぎ　た

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

③

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

㈱
マ
キ
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

社
　

長

小
　
松
　
万
亀
也
さ
ん

青
森
か
ら
上
野
ま
で
、
急
行
列

車
で
十
三
時
間
、
こ
れ
が
二
十
四

年
前
の
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）
の
所
要

時
間
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
今
で
は
、
東
北
新
幹

線
が
出
来
て
盛
岡
ま
で
三
時
間
二

十
分
位
、
そ
こ
か
ら
特
急
で
青
森

ま

で
二

時
間
ち
ょ

っ
と
、
ト

ー
タ

ル
で
五

時
間
半
位

と
（
青
森
ま
で

開
通
し

て

い
な

い
の
に
東
北
新
幹

線

と
は
非

常
に
矛

盾
し

て

い
る
）
、

随
分

短
縮
さ

れ
た
も
の
で
す
。

い
ま
東
京
に
勤

務
し

て

い
る
人

々
の
過
半
数
は
他
県

人
と
思

わ
れ

ま
す
。

私
の
回
り

に
も
多
数

の
東

北
出
身

者
の
方

々
が
働

い
て

お
り

ま
す
。
デ
ザ
イ

ン
関
係

の
仕
事
柄

、
夜

が
遅
く
、
徹
夜
や

休
日
出
勤
も
多

く

、
い
や
な
職
業

に
つ

い
た
も

の

だ
と
つ
い
つ

い
泣

き
が
入
る
事

も

あ
り

ま
し

た
。

し
か
し
、
東
北
人
の
強
み
で
根

性
だ
け
は
誰
に
も
負
け
な
い
よ
う

で
す
。
十
八
歳
ま
で
蓬
田
村
で
育
っ
た

強
み
だ
と
思
い
ま
す
。

東
京
に
は
緑
が
だ
ん
だ
ん
少
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
の
為
ど
う

し
て
も
緑
の
野
山
を
思
い
出
し
ま

す
。小
学
生
時
代
の
運
動
場
は
大
き

か
っ
た
な
あ
と
か
、
山
に
出
か
け

て
桑
の
実
や
ア
ヶ
ビ
取
り
を
し
た

事
と
か
、
小
さ
い
頃
の
思
い
出
が

今
の
年
齢
に
な
っ
て
も
頭
脳
に
明

確
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。

故
郷
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
、
私

は
そ
う
思
い
ま
す
。

も
う
す
ぐ
青
森
に
新
幹
線
が
届

く
は
ず
で
す
。
そ
の
時
は
若
い
人

が
東
京
に
出

て
来
て

、
良

い
と
こ

ろ
を
ど
ん

ど
ん
取
入

れ
て
蓬
田
村

を
発
展

さ
せ
て

欲
し
い
も
の
で
す
。

頑

張

れ
蓬
田

村
、
け

っ
ぱ
れ
蓬

田

人
、
期
待
し

て

い
ま
す

。

めも
･・現住所／東京都杉並 区堀ノ 内２

の29の14-204 号/S03-313-4357

S･･生年月日／昭 和21年６月24日

･･･出身／阿弥陀川 ●･家族構成 ／妻

（正子）･ 長女（千鶴）･ 次女（亜

杏子）卜･好きなも の／スポーツ（ゴ

ルフ） ・音楽鑑賞･･ 経歴 ／株式会

社ベフフー（昭和40年～42年 ）･デ ザ

イン会社勤務（昭 和42年～45年 ）･

株式会社マキ･ アート センター（昭

和45年～現在）卜･紹介 者／森 正象

さん（阿弥陀川）

けつぱる蓬田人・戸籍の窓口●12

戸籍の

窓　囗

人 口 と 世 帯 数

(10月31日現在)

総人口　4,250人
男　　2,056人
女　　2,194人
世帯数　1,042世帯

お誕生おめでとうございます

八戸　 隆仁

大洋　　 奨

田中由 香里

坂本友 紀乃

室 谷　　 優

孝 二

則 子

敏 夫

友紀孑

由 弘

敦 子

信 義

礼 子

法 男

礼 子

三 男

長 男

長女

長女

長 男

ご結婚おめでとうございます

森　　　正　司　阿弥陀川

飯　田　晴 美 青 森 市

今 田　　 誠 平 内 町

中　川　ふみ子　郷　　沢

越　田　博　文　広　　漱

鎌　田　直 子 青 森 市

今　　　弘　幸　阿弥陀川

豊　島　寿美代　平 内 町
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